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資金使途の変更に関するお知らせ 

 

当社は、2020 年８月 18日付「第三者割当による第 10回新株予約権(行使価額修正条項付)の発行条件等の決定に関す

るお知らせ」にて開示いたしました、資金使途について変更することといたしましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

記 

１．変更理由 

2021 年 11 月 11 日時点で 1,682 百万円の資金調達し、2021 年 4月には、金融機関への借入金 918 百万円の全額返済を実

施しました。また、本新株予約権の発行時には調達金額 2,385 百万円を見込んでおりましたが、現況の調達金額及び株価

動向等を鑑み、本新株予約権行使による調達金額を 1,885 百万円程度と見込んでおります。 

他方、2020 年８月 18日に適時開示しました「第三者割当による第 10回新株予約権（行使価額修正条項付）の発行条件

等の決定に関するお知らせ」において調達する資金の具体的な使途として、広告宣伝費用、販売促進費用を 100 百万円に

しておりましたが、アサイーリバイバルプロジェクト（機能性価値の認知拡大を目的とした PR統合マーケティングの取り

組み）の費用及び営業支援費用として 400 百万円に増額、さらに当該取り組みのためのアサイー原材料調達のため、原材

料(アサイー他・商品)の仕入れを 67 百万円から 217 百万円と増額、経常取引増加に伴い運転資金 100 百万円としました。

一方でＭ＆Ａ及び資本業務提携としていた 1,000 百万円を削除、また、業務効率化費用として 100 百万円を 50百万円に減

額し下記のとおり、資金使途の変更いたしました。 

 

２．変更の内容 

 変更前 

     具体的な使途 
金額  百万円 

（内、充当済み金額） 
支出予定時期 

① 金融機関からの借入金返済資金 918(918) 2020 年９月～2023 年 10 月 

 ② アサイー原材料の仕入れ 67(67) 2022 年１月～2024 年 12 月 

 ③ アサイー造血機能性の臨床研究等の実施 100(1) 2020 年９月～2024 年３月 

 ④ Ｍ＆Ａ及び資本業務提携 1,000(－) 2020 年９月～2024 年３月 

 ⑤ 人材獲得及び人材育成に関する費用 100(27) 2020 年９月～2024 年３月 

 ⑥ 広告宣伝費用、販売促進費用 100(12) 2020 年９月～2024 年３月 

⑦ 業務効率化費用(基幹システム再構築、リモートワーク 

導入、本社移転) 
100(9) 2020 年９月～2024 年３月 

合  計 2,385(1,052)  



 

 

 

 変更後 

     具体的な使途 金額 支出予定時期 

① 金融機関からの借入金返済資金 918(918) 2020 年９月～2021 年 4月 

 ② アサイー原材料の仕入れ(アサイー他・商品) 217(67) 2021 年９月～2024 年 12 月 

 ③ アサイー造血機能性の臨床研究等の実施 100(1) 2020 年９月～2026 年３月 

 ④ 運転資金(経常取引増加に対応) 100(－) 2021 年 11 月～2026 年 3月 

 ⑤ 人材獲得及び人材育成に関する費用 100(27) 2020 年９月～2026 年３月 

 ⑥ 広告宣伝費用、販売促進費用及び営業支援費用等 400(12) 2020 年９月～2026 年３月 

⑦ 業務効率化費用(基幹システム再構築、リモートワーク 

導入、本社移転) 
50(9) 2020 年９月～2026 年３月 

合  計 1,885(1,052)  

※変更箇所は下線を付しております。 

※調達見込み金額と調達金額との差額については、運転資金より充当する予定としております。 

 

３．業績への影響 

 現況においては、本件資金使途の変更が当社に与える影響は軽微であります。 

 

以上 


